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弊社製品のラインナップです。並びはクロック順で、ＣＰＵコア別の並びになっています。 

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ Ａ

Ｍ 実

装 

Ｕ Ａ

ＲＴ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＳＨ７２０６ ＳＨ２Ａ  ２００ ３．３ ８２ × ４ ９２×７５ １２、９００ 

ＢＣＳＨ７２１１ ＳＨ２Ａ  １６０ ３．３ ７５ × ４ ８０×６８ １０、８００ 

ＢＣＳＨ７２４３ ＳＨ２Ａ  １００ ３．３

～５ 

７１ × ３ ６８×６０  ７、８００ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５Ｖ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ Ｈ８ＳＸ   ５０ ３．３ ７５ × ６ ７０×５５ ６、８００ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６２２ Ｈ８ＳＸ   ５０ ３．３ ７４ × ５ ７２×６２ ７、８００ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５７ Ｈ８ＳＸ   ３５ ３．３ ８２ ○ ４ ８５×６５  １１、９００ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ５ ７０ × ２ ７０×５０   ４、８００ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ３．３ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ３．３ ７０ × ２ ７０×５０   ４、８００ 

ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ５ ７０ ○ ２ ８０×５８   ９、８００ 

ＢＣＨ８３０５２ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ５ ７０ ○ ２ ８０×５８   ９、８００ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０   ２、８８０ 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ３１ × １ ４５×３７   ２、３８０ 

ＢＣＨ８３６７２ Ｈ８／３００Ｈ   １６ ５ ２６ × １ ５５×４５   ２、９００ 

以下が今回追加されました。 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＲＸ２１０ ＲＸ   ５０ ３．３

～５ 

８４ × ７ ７２×５５   ６、８００ 

ＢＣＲＸ６３０＿１４４ ＲＸ  １００ ３．３ １１７ × １２ ７３×７３   ９、８００ 

 

上記弊社ＣＰＵボードを以下の項目別選択方法について検討します。 

◆入門者に向いている 

◆価格で選ぶ 

◆速度で選ぶ 

◆大きさで選ぶ 

◆ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリを使いたい 

◆ＣＰＵボードの選び方◆ＣＰＵボードの選び方◆ＣＰＵボードの選び方◆ＣＰＵボードの選び方    ＶｅｒＶｅｒＶｅｒＶｅｒ６６６６                        初版初版初版初版    ２００７．５．２６ 

  

最新版 ２０１４．６．１６ 新製品追加による変更 
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◆マイコン競技大会で使いたい 

◆低消費電力で使いたい 

◆ＪＴＡＧデバッカでデバックしたい 

◆Ａ／Ｄコンバータ入力が多い、高速、高分解能 

 

◆入門者◆入門者◆入門者◆入門者に向いているに向いているに向いているに向いている 

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ３１ × １ ４５×３７   ２、３８０ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０ ２、８８０ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

 

 入門者に向いているマイコンという定義は非常にむずかしいところがあります。以前のようにアセンブラでプログラムを書く時代で

したら、間違いなくＲＩＳＣ ＣＰＵであるＢＣＳＨ７２０６（ＳＨ２Ａコア）はお勧めできませんでしたが、現代ではよほどのこと

がない限りＣ言語で書いてしまいますので、ＣＰＵによる差は意識する必要がない状況です。 

 強いて理由をさがせば開発環境の豊富さ、認知度の高さ、売れているＣＰＵということでＢＣＨ８３０４８※１、ＢＣＨ８３０５２

が２００９年までの弊社のお勧めでしたが、ＲＬ７８シリーズが本格的に生産されますので、除外させていただきました。 

 

ＲＬ７８はＣｕｂｅＳｕｉｔｅ+（ルネサス統合開発環境 以降ＣＳ＋）＋Ｅ１エミュレータで開発するわけですが、ＣＳ＋はポート

やＡ／Ｄといった周辺機器の初期設定をプログラムで行う必要がありません。ＣＳ＋にあるコード生成（設計ルーツ）を使って、マウ

スでポチポチと選択していくことで、Ｉ／Ｏの入出力、プルアップありなし、オープンドレイン出力等、初期化プログラムが自動的に

作成されます。ですので、従来のＨＥＷ環境等で作成する場合のように、使いたい機能のレジスタの設定からプログラムを書いていく

という必要がありません。ユーザーはメインのプログラムに集中することが出来るわけです。タイマ割込みも、割込んだ時に実行され

る関数まで用意してくれるので、ベクタの知識が不要です。 

 

初心者の方には、この機能が非常に有効だと思います。本質と異なる部分ではまり、無駄な時間を消費することが極めて少なくなりま

す。また、プログラムの品質向上にも寄与する機能です。新しく始められる、コストを検討される方はＲＬ７８１０４、１０７はお勧

めです。 

 

 タイニーマイコンであるＨ８／３６１０９Ｇ、Ｈ８／３６０９４Ｇなどはクリスタル、リセットＩＣが内蔵されていて、ハードウエ

ア設計の面では大変、楽なマイコンとなっています。一方、ＪＴＡＧデバッカに対応したポートは初めから内蔵されていて、安価なＥ

８ａ（ルネサス社のデバッカ）を使い、Ｃソースデバックが行えるのも魅力ですが、新しく採用を検討されるのであれば、ＲＬ７８の

方が良いと思います。    

    

◆価格で選ぶ◆価格で選ぶ◆価格で選ぶ◆価格で選ぶ    
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型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ３１ × １ ４５×３７   ２、３８０ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０ ２、８８０ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

 

 価格順の並びです。ＲＬ７８１０７はＩ／Ｏが間に合えば、最安です。ＲＬ７８、ＢＣＨ８３６０９４Ｇ、ＢＣＨ８３６１０９Ｇ、

ＢＣＳＨ７１２５はアドレスバス、データバス等が外部に出ない構造です。コストパフォーマンスに優れたマイコンです。 

ＲＬ７８は回路の微細化、前後工程の外国化などで、コストもＨ８系より安価に設定されています。 

    

以下から以下から以下から以下から    実際にプログラムを実行させてみる実際にプログラムを実行させてみる実際にプログラムを実行させてみる実際にプログラムを実行させてみる    

    

◆速度で選ぶ◆速度で選ぶ◆速度で選ぶ◆速度で選ぶ    

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＳＨ７２１１ ＳＨ２Ａ  １６０ ３．３ ７５ × ４ ８０×６８ １０、８００ 

ＢＣＲＸ６３０＿１４４ ＲＸ  １００ ３．３ １１７ × １２ ７３×７３   ９、８００ 

ＢＣＳＨ７２４３ ＳＨ２Ａ  １００ ３．３

～５ 

７１ × ３ ６８×６０  ７、８００ 

ＢＣＲＸ２１０ ＲＸ   ５０ ３．３

～５ 

８４ × ７ ７２×５５   ６、８００ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

 

初めにＲＬ７８とＨ８、Ｒ８Ｃの乗除演算の速度比較を示します。 

 

ＲＬ７８とＨ８、Ｒ８Ｃの速度比較 

ＣＰＵコア クロック ポートアクセス 乗除演算 

ＲＬ７８ ３２ＭＨｚ ６．３８ＭＨｚ ３．８μｓｅｃ 
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Ｈ８－３００Ｈ ２０ＭＨｚ ０．８２ＭＨｚ ３０μｓｅｃ 

Ｒ８Ｃ ２０ＭＨｚ ０．６６ＭＨｚ １５．５μｓｅｃ 

結論 

 

 

 ＲＬ７８がＨ８－３０

０Ｈの７．７倍、Ｒ８Ｃ

の９．６倍高速。 

ＲＬ７８がＨ８－３０

０Ｈの７．８倍、Ｒ８Ｃ

の４倍高速。 

※測定結果はいずれも弊社製品比較です。 

 

一般に設計が新しいＣＰＵの方が、製造プロセスが微細化されている分、同じ機能であれば安価に製造できます。ＲＬ７８は従来より優れたアー

キテクチャのコアに、乗除・積和演算器、１０進補正回路等、高度な機能も内蔵し、かつ、今までより低消費電力、安価を目指して開発され

たようです。 

 

次にＲＬ７８とＳＨ，ＲＸの比較を行います。 

ＣＰＵコア クロック ｌｏｇ１０（１００００） ｓｉｎ（４５°） √２ 

ＲＸ６３０ １００ＭＨｚ ４０μsec ２６μｓｅｃ ５μｓｅｃ 

ＳＨ７２４３ １００ＭＨｚ ４４μsec ２３μｓｅｃ １８μｓｅｃ 

ＲＬ７８ ３２ＭＨｚ ２２０μsec １３０μｓｅｃ １００μｓｅｃ 

 １.ＳＨとＲＸは同じ 

２.ＲＸがＲＬ７８より

約３倍速い 

１.ＲＸやや速い 

２．ＲＸがＲＬ７８より５．

５倍速い 

１.ＳＨがやや速い 

２．ＲＸがＲＬ７８よ

り５倍速い 

１.ＲＸがＳＨの３．

６倍速い 

２．ＲＸがＲＬ７８の

２０倍速い 

※ＲＸは倍精度演算、ＲＬ７８は単精度演算の速度です。 

 

Ｉ／Ｏ制御系で速いマイコンということでＲＬ７８はダントツです。一昔前のアーキテクチャとはまるで別物です。演算系が多い用途

にはＲＸがお勧めです。大まかにＳＨの半分の電流で同じ速さが出るようです。コンパイラの改良なのか√演算が速いです。 

 

残念ながら、新規設計にＨ８やＲ８Ｃを使うのは得策とは言えない感じです。 

 

◆大きさで選ぶ◆大きさで選ぶ◆大きさで選ぶ◆大きさで選ぶ    

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ３１ × １ ４５×３７   ２、３８０ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０ ２、８８０ 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ５ ７０ × ２ ７０×５０   ４、８００ 

小さい順です。 
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◆ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリを使いたい◆ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリを使いたい◆ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリを使いたい◆ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリを使いたい    

 

 ＳＤメモリーカードやＵＳＢメモリを使用する時に、ＣＰＵボードのＳＩＯを使って制御できる基板が販売されています。 

ＳＤメモリカード制御基板メーカー 型名 

マイクロテクニカ社 ＭＳＣ－ＭＯＤ５５ 

 

ＵＳＢメモリ制御基板メーカー 型名 

弊社 ＵＳＢＭＳＴ１ 

 

マイクロテクニカ社 ＵＳＢＨ－ＡＣＳ２０ 

 

以下のＣＰＵボードを選定しました。 

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０ ２、８８０ 

ＢＣＳＨ７１２５ ＳＨ２   ５０ ５ ４５ × ３ ４６×４２  ２、９００ 

 

選定理由ですが、 

①ＳＩＯが３ｃｈ以上ある 

②安価 

などです。 

 

◆マイコン競技大会で使いたい◆マイコン競技大会で使いたい◆マイコン競技大会で使いたい◆マイコン競技大会で使いたい    

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、
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５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

 

 競技会は優勝が目標ですから、速いマイコンである必要があります。Ｈ８と比べて４～５倍の速度で動作できるＲＬ７８は断然優位

なマイコンといえます。同じプログラムが４倍速く動くということは、例えば３倍時間のかかるプログラムを書いてしまっても、勝て

るという意味です。あるいはプログラムを３倍に増やして、高精度な制御をおこなっても勝てる、ということになります。 

 また、３．３Ｖ動作は５Ｖ動作と比べ消費電力が低いのでバッテリーが長持ちし、動作継続時間が長くできるので有利です。 

 ＢＣＲＬ７８１０７はそこそこの速さと、小ささ、コストの面でマイクロなロボットを製作するときにとても便利です。高速ＰＷＭ

も３ＣＨあります。 

 

◆低消費電力で使いたい◆低消費電力で使いたい◆低消費電力で使いたい◆低消費電力で使いたい    

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

入出力 

Ｉ／Ｏ 

（数） 

外部 

Ｒ 

Ａ 

Ｍ 

Ｓ 

Ｉ 

Ｏ 

（数） 

 大きさ 単価（円） 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ３１ × １ ４５×３７   ２、３８０ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ ８７ × ３ ６０×５０ ２、８８０ 

 

 乾電池でなるべく長く使いたい、太陽電池で動作させ、夜間は充電池で動作させたい、なるべく発熱を抑えたい、など、低消費電力

の要望があります。省エネという観点からも低消費電力は時代の必然です。 

選定理由は 

①ＢＣＲＬ７８１０７、１０４はシステムクロック分周機能、低消費電力モードが豊富な新世代マイコンです。条件に応じてクロック

の速度をソフトウエアで可変することができます。 

    

◆ＪＴＡＧデバッカでデバックしたい◆ＪＴＡＧデバッカでデバックしたい◆ＪＴＡＧデバッカでデバックしたい◆ＪＴＡＧデバッカでデバックしたい    

    

 弊社ＣＰＵボードの多くはＪＴＡＧデバッカに対応しています。以下に弊社で評価した、またはお客様が使用されたことを確認でき

たＪＴＡＧデバッカを示します。◎：１４ピンＪＴＡＧコネクタ搭載済み △：変換が必要 ×：基板上には無し 

型名 型名（メーカー） 基板上にＪＴＡＧ専用ポ

ートが用意されている 

ＢＣＳＨ７２０６ Ｅ１０Ａ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＥＪ－Ｄｅｂｕｇ ｆｏｒ ＳＨ-２Ａ（株式会社ソフィアシステムズ） 

ａｄｖｉｃｅＰＲＯ （横河デジタルコンピュータ株式会社） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

ＰＡＲＴＮＥＲ－Ｊｅｔ（京都マイクロコンピュータ株式会社） 

 

※１４Ｐパッドはあるが、

コネクタ未実装。 

 

 

ＢＣＳＨ７２１１ Ｅ１０Ａ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） ◎ 
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ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

ＢＣＳＨ７２４３ Ｅ１０Ａ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

◎ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ Ｅ１０Ａ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

△ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６２２ Ｅ１０Ａ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

◎ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５７ × × 

ＢＣＨ８３６０９４Ｇ Ｅ８ａ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

◎ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｅ８ａ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

◎ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ Ｅ１０Ｔ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＥＪ－Ｄｅｂｕｇ ｆｏｒ Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥ（株式会社ソフィ

アシステムズ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

△ 

 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ３．３ Ｅ１０Ｔ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＥＪ－Ｄｅｂｕｇ ｆｏｒ Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥ（株式会社ソフィ

アシステムズ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

△ 

 

ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ Ｅ１０Ｔ－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＥＪ－Ｄｅｂｕｇ ｆｏｒ Ｈ８／３０４８Ｆ－ＯＮＥ（株式会社ソフィ

アシステムズ） 

ＤＲ－０１（ビットラン株式会社） 

× 

 

ＢＣＨ８３０５２ × × 

ＢＣＨ８３６７２ Ｅ８（株式会社ルネサステクノロジ） 

ＨｙｐｅｒＳＴＡＣ ｆｏｒ Ｈ８／３００Ｈ－Ｔｉｎｙ（株式会社ソフ

ィアシステムズ） 

△ 

 

今回追加された４種はいずれもルネサスのＥ１エミュレータ（弊社販売価格１２、０００円 税込み）による使用、デバックが可能で

す。従来１０万円以上した本格的なＩＣＥ並みのデバックが１万円で出来るようになりました。ＦＩＮＥ接続で転送速度～２０ＭＨｚ

と高速です。 

ＢＣＲＬ７８１０７ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

３４ × ３ ３９×３９   １、６９０ 

（ＥＥＰＲＯＭ

＋ＵＳＢ付きの

Ｍタイプは２、

５９０円） 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

９２ × ４ ６４×４８   ５、８００ 

ＢＣＲＸ２１０ ＲＸ   ５０ ３．３

～５ 

８４ × ７ ７２×５５   ６、８００ 

ＢＣＲＸ６３０＿１４４ ＲＸ  １００ ３．３ １１７ × １２ ７３×７３   ９、８００ 
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◆◆◆◆ＡＡＡＡ／／／／ＤコンバータＤコンバータＤコンバータＤコンバータ入力入力入力入力が多い、が多い、が多い、が多い、高速、高速、高速、高速、高分解能高分解能高分解能高分解能    

 

型名 ＣＰＵコア クロック 

（ＭＨｚ） 

電源 

電圧 

（Ｖ） 

ＡＤ 

入力数 

 

分解能 

ビット 

 変換速度 

μsec/ch 

単価（円） 

ＢＣＲＸ６３０＿１４４ ＲＸ  １００ ３．３ ２１、 

８ 

１２ 

１０ 

１   ９、８００ 

ＢＣＲＸ２１０ ＲＸ   ５０ ３．３

～５ 

１６ １２ １   ６、８００ 

ＢＣＲＬ７８１０４ ＲＬ７８   ３２ ３．３

～５ 

２０ １０ ２．１   ５、８００ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６２２ Ｈ８ＳＸ   ５０ ３．３ ７４ １０／１６ ５／９１．５ ７、８００ 

ＢＣＨ８３６１０９Ｇ Ｈ８／３００Ｈ   ２０ ５ １６ １０ ３．５   ２、８８０ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ Ｈ８／３００Ｈ   ２５ ５ ８ １０ ５．４   ４、８００ 

 

①ＢＣＲＸ６３０＿１４４はＡ／Ｄコンバータ分解能が１２ビットなので０～４０９５まで表現可能です。 

②ＢＣＲＬ７８１０４は分解能は１０ビットですが、２０ｃｈも入力がありＨ８系より高速に変換できます。 

③ＢＣＨ８ＳＸ１６２２は従来からある１０ビット／８チャンネルの逐次比較方のＡ／Ｄコンバータと、１６ビット／６チャンネルの

ΔΣ型Ａ／Ｄコンバータが搭載されています。このＡ／Ｄは内部に最大８倍までのプログラマブルゲインアンプを内蔵しています。単

電源ですが、±入力が可能です。精密級測定器、コントローラ等多くのアナログ関連用途が考えられまし、強力なコストダウンも達成

できます。 

④ＢＣＨ８３６１０９Ｇは分解能は１０ビットなので０～１０２３までの表現ですが、まあまあ高速（２８５ＫＨｚ／ｃｈ）ですし、

１６チャンネルもあるので、面白い用途が有るかもしれません。ちなみに一番下のＢＣＨ８３０４８Ｋ５は比較対象として掲載してい

ます。例えばＢＣＲＸ２１０で５．４倍高速であることが分かります。 

 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 

〒350-1213 埼玉県日高市高萩１１４１－１ 

TEL 042（985）6982 

FAX 042（985）6720 

Homepage：http//beriver.co.jp  e-mail：info＠beriver.co.jp  

有限会社ビーリバーエレクトロニクス  ⒸBeyond the river Inc 20070526/20101229 


